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発言順位８    １番 秋 山 勝 則 議員 （一問一答）

 １ 磐田市の医療・福祉の推進について 

高齢者や医療・福祉を取り巻く環境は、今後、全国的に厳しさを増しま

す。

磐田市も例外ではなく、少子高齢化が急速に広がり、その傾向は２０２

５年まで強くなる一方です。磐田市も時代の変化に、スピード感を持って

大きく対応することが必要だと思います。

(1) これからの医療・介護

① 市民の意識が重要。市民の健康意識を高めるために、また地域包括

ケアシステムを市全体として取り組むために、市民の明確な目標設定

があったほうがいいと思います。１人あたりにかかる医療費の削減、

介護保険料の引き下げなど、市民が一丸となって取り組める目標設定

と市民啓発。市長の考えをお伺いします。

② 市民一人ひとりが自分の最期を元気なうちから考え、家族と話し合

う。「延命治療について」「看取りについて」皆で考える。その気運を

さらに盛り上げる取り組みや仕掛けについて考えをお伺いします。

(2) 磐田市の地域包括ケアシステムについて

住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供されるシステム

の実現。介護予防に取り組み健康寿命を伸ばす「自助」、家族・親戚・

地域で暮らしを助け合う「互助」、介護保険・医療保険の利用による「共

助」、高齢者福祉事業や生活困難者への対策や支給等による「公助」を

一体として地域全体、磐田市全体でシステム化していく事が求められま

す。

① 地域包括ケアシステム構築について。現在の各４班体制の進捗状況 

     とその構築・推進の統括責任者、今後の一体的な推進についてお伺い

します。 

② 地域ケア会議について。個別課題解決機能、ネットワーク構築機能、 

地域課題発見機能、地域づくり・資源開発機能や政策形成機能が主な

役割だと思います。これらの機能は相互に関係し合い、循環していま

す。地域ケア会議の現状と課題をお伺いします。 
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③ 介護予防、認知症予防、健康増進への取り組み・広がりに課題を感

じます。社会福祉協議会や各種専門職の協力などを得て、サロンの最

初や最後に介護予防や認知症予防、定期的なセルフチェック（評価）

の要素を組み込む事が、現状の仕組み・取り組みを生かした効率的で

有効な施策だと考えます。見解をお伺いします。  

(3) 地域包括支援センターについて

地域包括ケアシステムの要、地域包括支援センターの業務は多岐にわ

たり求められる役割も大きいと思います。全国的にも、地域包括支援セ

ンターの業務過多、機能不全が問題となっている中、以下質問します。 

① 市内７つの地域包括支援センターの状況の認識と市内７つの地域

包括支援センターをサポートする担当職員数をお伺いします。 

② 要支援者のケアマネジメント業務の委託など、役割や業務の削減を

行い動きやすい体制を整える必要性を感じます。見解をお伺います。 

(4) 共生型福祉サービスについて 

    ① 県が進める共生型福祉サービスの現状と課題をお伺いします。 

    また、平成３０年度の介護保険法改正により、可能となる共生型サ 

  ービスについて磐田市としての考えと推進のための施策をお伺いし

ます。 

(5) 磐田市立総合病院について 

    ① 県より平成２９年２月に認知症疾患医療センターとして指定を受

けました。認知症疾患医療センターとしての役割、また市の認知症施

策との連動、認知症初期集中支援チームとの関わりや役割分担をお伺

いします。 

② 地域包括ケアシステム構築における役割と現状の認識についてお

伺いします。 
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 ２ 磐田市の子育て・教育について 

   今、時代は大きく変わり、夫婦共働き世帯が増え、核家族化が進み、以

前よりも余裕を持って子育てがしにくい環境になっていると感じます。

時代の変化に伴い、子育てや教育について憂慮している点がありますの

  で以下質問します。

(1) 子供の家庭教育について

① 今の時代の教育環境について、未就学児の家庭教育について市長の

想い・考えをお伺いします。

② 家庭の教育力低下の傾向は、「子育て・教育なら磐田」の課題であ

ると思います。磐田市の家庭教育推進の取り組みの現状と課題につい

て、また、家庭・親の家庭教育の責任の明確化について見解をお伺い

します。

③ 個々に応じた子育て支援など、子育て支援センターの存在は大きく、

重要だと感じています。子育て支援センターの充実について、また、

子育て支援センターを利用していない家庭のサポートについて見解

をお伺いします。

④ 県が進めてきた家庭教育支援員。効果的な活用により家庭の教育力

向上が図られるのではないかと考えますが、見解をお伺いします。 

 (2) 食育について

   子育てにおける食育は、家庭での見守り・教えなど、親や家族とのつ

ながりを生み、子どもの心の安定を育みます。

   学生や若者への食育は、誰かのために食事を作り、共に味わうという

日々の繰り返しの中、与える喜びや感謝の心を教えてくれます。

磐田市における食育推進の現状と課題をお伺いします。

  (3) スマートフォン教育について

多くの学生が持ち、活用しているスマートフォン。便利な反面、怖さ

もあり、しかるべき教育も必要だと思います。

 ① 中学生のスマートフォンの保有の状況と教育状況をお伺いします。

② 学生のスマートフォン使用における現状の課題認識についてお伺 

いします。
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３ 磐田市の観光政策について 

   (1) 遺跡や文化財も多く歴史や文化面においても魅力ある都市である磐

田市。南には遠州灘、北には田園や山々。多くの自然を抱え市外の来客

者もきっと満足してくださると思います。もっと多くの人が磐田を訪れ、

磐田を好きになって欲しい。以下質問します。 

① 昨年の市外からの推定観光客数、今年度の目標観光客数をお伺いし

ます。 

② 観光客の増加を図るための今後の展望をお伺いします。 

③ 敷地地区で再発見された８８体の石仏について、市としてのこれか

らの取り組みと今後の展望についてお伺いします。 


